
《巻頭随想》  

高齢サルとの共存 

Coexistence with Aged Monkeys 

所長 本庄重男 

 

本年 6 月末現在，私どものセンターで保持

している生年月日の明らかなカニクイザルの

うち，最高齢のものは，雄が 22歳 4ヶ月，雌

が 20歳 6ヶ月である。これらはいずれも，当

センターの創設以前，つまり，私どもが村山

庁舎にいた頃産まれたサルである。また野生

由来のサルで，長年繁殖用種ザルとして使わ

れてきたもののうち最高齢のサルは，雌雄と

も，推定 22～25歳ぐらいである。今日私ども

の分野での常識的見解は，マカカ属サルの寿

命は 25 年～30 年とされているが，当センタ

ーのカニクイザルのなかにも，そろそろ，長

寿のお祝を受けるに値するものがでてきてい

るというわけである。 

さて，当センターは，若齢のサルを多数保

持するだけでなく，高齢(あるいは老齢)のサル

をも，できるだけ多数保持し続けたいと考え

ている。私たちがそう考える理由は，いまさ

ら言うまでもなく，それらのサルがヒトの加

齢や老化に関する研究の適切な実験モデルに

なり得るとみられるからである。一般に，実

験動物をもちいて行う加齢や老化の研究では，

年齢増加にともなう，形態，機能，行動の自

然的変化や反応性の変化を，特定の個体につ

いて観察，測定するというのが，オーソドッ

クスな実験方法であろう。齧歯類のように寿

命の短い実験動物種をもちいる場合，そのよ

うな方法をとることは，比較的容易である。

しかし，サル類のように寿命の長い動物では，

特定の個体をその全生涯にわたり追跡すると

いう方法，つまり縦断的方法をとることは，

一人の研究者の研究寿命から考えて，現実的

にはほとんど不可能である。だから，それに

代わる方法として，ある時点で年齢の異なる

動物について横断的に調査，研究するという

方法をとらざるを得ない。 

ところで，上に述べたような方法をとるた

めには，当然の前提条件が満たされねばなら

ない。すなわち，各年齢層のサルを常に多数

確保していなければならない，ということで

ある。こういう条件を満たすのは，ふつうの

大学の実験動物施設や研究室ではなかなかむ

ずかしいであろう。たが，現在の当センター

には幸い，そのような条件はある。とは言え，

今後ともその条件を守り固めて行くことは必

ずしも容易ではない。何故なら，高齢サルを

保持し続けるためには，予算や収容スペース

に特別の配慮を要するばかりでなく，日常的

な飼育管理や検査で特に細心の注意が必要だ

からである。 

それはともかく，多数の高齢(老齢)のサルが

実験動物としての有用性を広く発揮するであ

ろうことを願ってきた私自身も，いつしか 50

代半を過ぎ，自らの年を感じ始めるようにな

ってしまった。研究者としての道を歩むのに

は時間はいくらあっても足りないという思い

が深いけれども，定年制にしたがって，あと

5 年足らずで，私しも当センターを去ること

になる。その頃までに，わが高齢サル達を無

事に保持し続け，それらが有する生物学的諸

特性の一面を少しでも明らかにし，次の世代



の人達に，私の仕事を申し送ることができれ

ば幸いだと思う。それとともに，今日，当セ

ンターの第一線で仕事を進めている若い諸君

が，高齢(老齢)サルの注意深い世話，観察，検

査等々を通じ，単に生物学的探究心を満足さ

せるだけでなく，高齢化した人間社会のモデ

ル動物—一寸飛躍かもしれないが—として，

それらのサルをとらえ，自分自身の社会の中

での生き方などにも思索を進めて行ってくれ

れば，私にとり望外の喜びだと思ったりもし

ている。(1985年 6月 14日) 

 

《繁殖育成情報》  

TPCにおける第 3のサル種 
リスザル 

The Third Primate Species Kept at TPC 

—Common Squirrel Monkey— 

 

今回は当センターが保有する第 3 のサル種

であるリスザルについて話題を提供します。 

カニクイザル(東南アジア産)，ミドリザル

(アフリカ産)がともに旧世界ザルであるのに

対し，リスザルは南米産の新世界ザルです。

前 2 種のサルは原産地で地上生活を主として

いますが，リスザルは，ほとんど樹上生活を

しています。 

リスザルの体重は成獣雌 600～800g，同雄

1kg，出生時体重 100g前後ときわめて小型で

す。1 産 1 仔が普通です。新生仔の哺育行動

は前 2 者のそれと大きな違いがあります。母

ザルはその仔を背中に掴まらせて移動します

が，授乳する時には上椀と肘の辺りをもちい

て，背中にいる仔ザルを胸腹部に引き寄せま

す。しかし，自分の前肢を仔に添えることは，

ほとんどしません。この点もカニクイザル，

ミドリザルとちがう行動形態です。 

次にリスザルの繁殖特性と当センターにお

ける繁殖の現況をお知らせします。特定な繁

殖季節をもたないカニクイザルやミドリザル

とは対照的に，リスザルは北半球で言う晩秋

から冬にかけて交尾し，春から初夏にかけて

出産します。リスザルを用いての研究には，

この季節性の解明を意図したものが少なくあ

りません。季節性を作り出す因子は未だ充分

に解明されておらず，温度，湿度，日照時間，

食物中の或る物質等々であると報告されてい

ます。 

現在，当センターで保有しているリスザル

は，’80年 2月，’81年 4月，’82年 11月の 3

回に分けて輸入した成熟雄 9頭，同雌 39頭と，

当センターで産まれ，育成中の雄 31 頭と雌

16頭です。私どもはリスザルを導入して以来，

とりあえずカニクイザルで確立した飼育管理

技術に基づいてリスザルを管理し，試行錯誤

の末，現在に至っています。表には当センタ

ーでのこれまでの繁殖成績の一部を示しまし

た。この間に，リスザル自身の屋内環境への

適応と，私たちの飼育管理技術の向上があり

ます。とりあえず数量的な内容として，①触

診により妊娠陽性例を発見した期間，②分娩

期間，③分娩数等を示してあります。出生数

(分娩数)は確実に増加していることが判りま

す。季節繁殖性が，この 5 年間で薄れた，と

断言するには未だ観察を続けることが必要で

す。本年から，1981年生まれの育成雌が繁殖

活動に参入しました。今年は既に 27頭の新生



仔を得ていますが，8 月 7 日現在で，なお，

妊娠中のものが 2 頭おります。また，今年未

だ妊娠していない 10頭も，今後妊娠すること

が期待されます。(F.C.) 

 

《検査情報》  

カニクイザル・ミドリザルにお
ける Simian T-cell Leukemia 
Virus抗体保有状況 
A Survey on the Incidence of Antibody to 

Simian T-cell Leukemia Virus in Cynomolgus 

and Green Monkeys at TPC. 

 

旧世界サル類のうち数種のサル類において，

ヒト成人 T 細胞白血病ウイルス(ATLVまたは

HTLV・Type I)と抗原的に非常に近似するレト

ロウイルスの存在が認められている。現在こ

のレトロウイルスは Simian T-cell Leukemia 

Virus (STLV)と呼ぶことが提唱されている。 

本短報では，当センターの野生由来カニク

イザルとミドリザルおよび繁殖育成したミド

リザルにおける ATLV 抗体の保有状況を間接

蛍光抗体法で調査した結果の概要を述べる。 

 

〔材料と方法〕  

被検血清:1968 年より 1982 年までに東南ア

ジアより輸入し，長期間飼育している野生由

来カニクイザル 651頭，1984年 9月フィリピ

ンより輸入した直後のカニクイザル 150 頭，

1979 年より 1981 年までに輸入した長期間飼

育している野生由来ミドリザル 46頭，および

それらから繁殖した 1～4 歳齢の 69 頭より得

た血清を 10倍希釈して用いた。 

抗原:三好等により株化された ATLV持続感

染ヒトリンパ系培養細胞(MT-1細胞)を用いた。

MT-1 細胞をスライドグラスに塗沫乾燥後ア

セトンで室温 10分処理した。 

二次血清:抗サル IgG・FITC標識ヤギ血清(カ

ペル社製)を 170倍希釈で使用した。 

〔結果〕  

野生由来カニクイザル:当センターで長期

に飼育しているカニクイザル 651 頭中 76 頭

(11.7%)が陽性であった。産地別ではインドネ

シア産 218 頭中 52 頭(23.9%)，マレーシア産

233頭中 22頭(9.4%)，フィリピン産 198頭中

1頭(0.5%)，カンボジア産 1頭中 1頭が陽性で

あった。タイ産の 1頭は陰性であった。 

新入荷カニクイザル(フィリピン産):150 頭

中 13頭(8.7%)が陽性であった。 

野生由来ミドリザル:46頭中 32頭(70%)が陽

性であった。 

なお野生由来のこれら抗体陽性ザルは当セ

ンターに入荷した時点で採取した血清がすで

に陽性であった。 

繁殖育成ミドリザル:69 頭全頭陰性であっ

た。 

〔まとめ〕  

当センターで長期間飼育している野生由来

カニクイザルに関しては，産地別で抗体保有

率に差が認められた。これが真の地域別の汚

染状況を示すものであるか否かについては，

今後さらに調査が必要である。1984年に輸入

されたフィリピン産と長期飼育フィリピン産

での抗体保有率には大きな差が認められたが，

ウイルス汚染がフィリピンのサル間で急速に

拡がってきつつあるのか，またセンターで長



期間飼育しているサルは偶然ウイルス汚染の

少ない地域で捕獲されたものであったのかと

いった点についても今後の検討が必要である。 

野生由来ミドリザルがカニクイザルに比べ

高率に抗体を保有していたことは，ミドリザ

ルの取り扱いに際して新たな注意が必要であ

ることを示している。 

育成ミドリザルにおいて全頭抗体が陰性で

あったのは，育成ザルが未だ成獣になってい

ないためか，それとも親から仔へのウイルス

伝播はないためか，現在のところ明らかでは

ない。今後定期的に追跡調査を行ない，これ

らの問題点を明らかにしていく必要がある。

(A.S.) 

 

《施設紹介》  

焼却炉 

Facility for Incineration 

 

当センターの 80 人前後の職員と 2000余頭

の実験用サル類は，毎日多量の塵芥，廃棄物

を出しています。既に本ニュース 1 巻 1 号で

記述した廃水処理施設は動物汚水 200t，一般

研究排水 20t を，毎日処理しています。この

動物汚水のなかから，前処理施設で分離した

サル類の食物残滓，糞を処理するために,大き

な焼却炉を設置しています。今回は,飼料棟と

背中合わせに合築された焼却炉について，紹

介します。 

焼却炉棟には，燃焼区画と再燃区画の 2 部

分から成る主焼却炉と一般生活塵芥用の副焼

却炉とが設置されています。主焼却炉の燃焼

区画の大きさは間口 1.9m，奥行 2.9m，高さ

1.9mです。この区画内には上下に 2分する奥

行きの 1/3 程の棚状の中間炉床があり，上部

に 2 基，下部に 2 基のジェットバーナーを設

けてあります。次に，再燃区画への煙道口を

塞ぐかのように中間障壁と逆傾斜炉床があり，

燃焼の効率を最良とする構造になっています。

700℃になる炉内壁には耐火レンガが積まれ

ており，炉外壁には断熱レンガが積んであり

ます。炉の天井部には固型汚物(後述)の投入口

(60×60cm)がダンパーとともに設けられてい

ます。再燃区画は燃焼区画からの臭気や未燃

ガスを 700℃の高熱で再び燃焼するための部

分で，2 基のバーナーを装置してあります。

特に，臭気や未燃ガスを渦巻流として長く滞

留させ，無臭とすることは云うに及ばず，消

煙することを目的としています。 

さて，飼育室から汚水と共に流下してきた

固型汚物は前処理施設の半地階で汚水中から

バースクリーンによって分離・回収され，ベ

ルトコンベアにより地階部の鋼鉄製容器

(0.25m3 )に留められます。この容器は急勾配の

スキップコンベアで隣接した焼却炉棟の天井

に向けて引き揚げられます。スキップコンベ

アの頂上で，容器が反転すると固型汚物は焼

却区画の天井に設けられた投入口に落下する

仕組みになっています。空となった容器は再

びスキップコンベア上をゆっくりともとの位

置に降りて行きます。固型汚物の他に解剖後

のサル類の屍体も焼却します。屍体は固型汚

物の投入口とは別の側壁にある投入口から投

げ入れます。 

一般生活塵芥用の副焼却炉は職員の出す紙

ゃ生活塵芥を燃すためにあります。前述した



焼却炉と煙道を共有しているこの炉には，バ

ーナー設備はありません。点火された一般生

活塵芥は高さ 11mの煙突によって引かれなが

ら残らず焼却されます。 

ここに紹介した焼却炉は，3年に 1度，1週

間程かけて耐火レンガ等の積み換え工事をし

ています。また，1，2年ごとに小規模の補修

工事をしています。例えば，中間炉床，隔壁，

投入口周囲等の傷み易い部分の補修です。使

用開始以来 7 年半，大きな故障もなく，補修

工事を請け負う会社の担当者も，処理量の多

さに比して，炉の傷みの少ないことを感心し

ています。これは作業者の丁寧な取扱操作の

結果と思われます。これはまた，当センター

の表の活動を支える地味な仕事がきちんと行

なわれていることの例証でもあります。 

最後に，当センターの焼却炉棟には汚物保

管庫も併設されています。28 ㎡，5℃の汚物

保管庫は，炉の稼動しない日，つまり休日や

補修工事中に，固型汚物，サル屍体の腐敗を

避けながら，一時保管するところです。(F.C.) 

 

《カニクイザルのふる里を訪ねて》 

特別寄稿 

インドネシアにおけるカニクイ
ザルの野外調査を終えて 
My Field Study on Phylogeny of the 

Cynomolgus Monkey in Indonesia 

名古屋大学農学部  川本 芳  

 

私とカニクイザルのつきあいの始まりは，

筑波霊長類センターが創設された時期と偶然

にも同じでありながら，アプローチが異なっ

ています。京都大学霊長類研究所の大学院生

として，霊長類の系統・進化を集団遺伝学の

方法に基づいて調査しようと仕事を進めるう

ちに，カニクイザル，それもインドネシアの

島々に生息するサルたちが大事な対象となっ

てきました。この背景には，1970年代初頭か

ら霊長類研究所の野澤謙教授，庄武孝義助教

授が進められてきたニホンザルを中心とした

集団遺伝学的研究があります。 

生物の自然集団中に保有される遺伝的変異

に関する知識は，電気泳動技術の改良に伴い，

この 20年間に急速に蓄積されてきました。一

連の研究は，生物集団中に保有される変異の

維持機構，生物の集団構造，種分化，系統関

係といった諸問題を解明するため，さまざま

な生物種を対象に展開されています。ニホン

ザルの調査からは，個体の社会的集団単位で

ある群れが繁殖に関し外部に開放された集団

であること，群内の遺伝的変異性は低く，世

代当りに群れを越えて遺伝子が拡散する範囲

は制限されることが判明してきました。こう

した特徴がニホンザルだけでなく他の霊長類

についてどの程度まで認められるかを検討す

るには比較研究が必要になります。ニホンザ

ルに近縁で，Macaca属サルの分布辺縁島嶼域

に生息するという類似性をもつことが，イン

ドネシアのカニクイザルを対象に選んだ理由

です。 

野外調査といっても，私の場合は，群れ単

位で血液試料を採取するために捕獲作業が必

要となります。調査を開始した頃は，どのよ

うにサルに近付き，彼等を捕らえるかがよく

わからず，とにかく人付けされたサルを探し



て歩くという形でスマトラ，ジャワ，バリの

調査に入りました。調査を開始してみると，

サルとヒトの関わり方，共存の形態に，これ

ら 3 つの島の違いが大きいことが印象的でし

た。広大な熱帯林を残すスマトラ島の場合，

ジャワを中心とする地域からの移民の入植，

スマトラ縦断道路の建設に伴う森林破壊，そ

して南部地域で特に盛んな輸出用サルの捕獲

により，環境の変化にさらされているカニク

イザルが少なくないように思われました。人

間側は厳しい自然との戦いに苦労して身近に

サルを置く余裕をもたぬせいか，人付けされ

たカニクイザルの群れを探すことは容易では

ありませんでした。特筆すべきことは，西部

スマトラ州のミナンカバウ地域に調教したブ

タオザルを使ってヤシの実を採る風習がある

ことです。カニクイザルでは駄目か，という

問いに対する答えは，ブタオザルの方が賢く，

覚えが良いとのこと。カニクイザルに愛着を

感じる一人としては，いささか不快を覚えま

した。 

ジャワ島は世界でも有数の人口過密地帯。

幹線道路から遠く離れた山道を歩いても人里

が続く様子は，スマトラ島と景観を異にして

います。スンダ海峡を境として，スマトラ島

より東側のスンダ諸島では，カニクイザルが

唯一の Macaca 属のサルになり，ブタオザル

の姿はみられません。高密な人間生活空間で

あるにもかかわらず，ジャワ島では人付けさ

れたカニクイザルに遭遇する機会がむしろ多

いように思いました。墓地，保養地や保護区

の公園を訪れる人々から手渡しで餌を口にす

るサル，少なくとも 600 万人の人口をかかえ

る首都ジャカルタにおいてすら，北西海岸の

マングローブ林でしたたかに生きているカニ

クイザルを見ることができます。人間との共

生環境の中に身を置いたカニクイザルを見る

と，雑草性という言葉で Macaca 属の環境適

応能を表現した研究者の意見に首肯したくな

ります。一方，バリ島は水田とヒンドゥー教

の島。回教徒の多い他地域とは異なり，独特

の門構えが並ぶ村には，プラと呼ばれる寺院

が存在し，その寺院を囲む森にカニクイザル

を見ることがままあります。村人のサルに対

する感情は，寺院森周辺の水田で猿害がある

にもかかわらず，神猿ハヌーマンに対する畏

敬の念からか敵対的とは思われません。数あ

るヒンドゥー寺院の中には，サルがいること

で有名観光地になっている場所もあります。

眼鏡を盗まれて，土産物屋のおばさんの売る

バナナと交換にとり返したモンキービジネス

の被害者は私一人ではありません。宗教とい

う特異な背景の下で，サルとヒトの平和的関

係が結ばれているバリ島の状況は，先のスマ

トラ，ジャワとは全く異質のものと感じられ

ました。 

ヒトとの接触に乏しいカニクイザルを捕獲

する必要にせまられたのは，これら調査に続

くロンボク，スンバワ両島での調査でした。

人付けされたサルを見出す機会に恵まれず，

サルたちの動きをじっと観察し捕獲法を考案

することになりました。この結果，捕獲地を

水場付近に設定したことは，今にして思えば

正解であったように思われます。乾期の後半

に調査を行ったため，水場での休息は彼らの

日課となっていました。ロンボク，スンバワ



両島は，スマトラ，ジャワ，バリに比して乾

燥化の進んだ地域です。先に書いた人間生活

空間への侵入とは別に，劣悪な自然環境への

適応性が高いことが，雑草性を支えているこ

とをこの地域の調査で感じました。 

野外調査の雑感はさておき，5 つの島を巡

った結果，19 のカニクイザル生息地から 29

群 456 個体の血液試料を採取することができ

ました。これら試料の分析結果を以下に簡単

に紹介したいと思います。 

33の遺伝子座で合成が支配されると考えら

れた 29 種類の血液タンパクを電気泳動法で

分析したところ，17遺伝子座で多型現象が観

察されました。いくつかの集団カテゴリーを

設定して，観察された各遺伝子型の出現頻度

を検討したところ，ニホンザル同様，インド

ネシアのカニクイザルでも群れは繁殖に関し

外部に開放された集団単位であるとの示唆が

得られました。おそらくカニクイザルでも成

体オスの群間移出入を介した群れ間の遺伝的

交流があると考えられ，スマトラ，ボルネオ

での野外長期観察からもこの予想は支持され

ます。一方，群れ内に保有される遺伝的変異

性を定量すると，ニホンザルとの性格の相異

が判明しました。第一表に示したように，調

査したカニクイザルの群れは，平均でニホン

ザルの約 3 倍変異性に富んでいると判定され

ました。5 つの島について，この変異性を比

較してみると，バリ島，ロンボク島といった

小さな島の群れが相対的に低い変異性を示し

ています。しかし，これらの群れでもニホン

ザルの場合の 1.8 倍以上の変異性を保有して

います。以上の結果はカニクイザルの群れの

メンバーの遺伝子構成がばらついていること

を意味します。更に決定的なニホンザルとの

相違は，島の集団間に大きな遺伝子構成の違

いが認められた点です。第二表はカニクイザ

ル集団の遺伝分化の構造を検討した結果です。

ここでは階層的な集団構造を仮定して，全体

は島集団の集まりとして，島集団は群れの集

まりとして，群れの遺伝子頻度推定値をもと

に島集団間の相対分化量を定量しています。

この結果から明らかなように，本州，四国，

九州のニホンザル島集団間の相対分化量は

2.7%と低いのに対し，インドネシアのカニク

イザルでは 41.3%と高くなっています。つま

り，今回の比較調査から，カニクイザルは個

体間の遺伝子構成のばらつきが大きく，出身

が異なる島のサル間の遺伝子構成の違いが大

きいという遺伝的特性をもつことが明らかに

なりました。 

霊長類の実験動物化を進める際，素材に保

有される高い遺伝的変異性は将来多種多様の

目的で実験に供するために有用な性質だと考

えられます。また，遺伝標識が多いことは，

諸形質の遺伝学的分析にとって強力な武器に

なると期待されます。一方，地域集団間の遺

伝分化が野生状態で著しいことに注目するな

ら，原産地別に複数の群を育成・繁殖させる

ことは，遺伝的背景の異なる系統を比較実験

したり，遺伝的変異を開発するために重要な

意義をもつように思われます。 

野外調査で印象深かったカニクイザルの雑

草性が，実験動物化の過程でどのような形と

なって現われてくるか，興味あるところです。

霊長類センターの研究成果を期待すると共に，



センターの一層の発展をお祈り申し上げます。 
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サルの血液生化学検査の経験か
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私たちは，実験用サル類の，飼育，繁殖，

育成の場で，動物の一般健康状態把握のため

に，血液生化学検査を行なっている。そのな

かで私は，自動分析装置(日立 706型)を用いて，

血清生化学検査を担当している。 

周知のように，自動分析装置(以下アナライ

ザーと記す)は，多数の微量検体について，短

時間で一斉に多項目の測定を行なうことがで

きるという特性を持っている。 

ところで，動物の一般健康状態を，アナラ

イザーの打ち出す数値から判断する場合，そ

の数値に影響を与える条件，たとえば，年齢

にともなう変化とか雌雄差などは，当然前も

って把握しておかなければならない。しかし，

アナライザーは，ただ単に，検体を吸引し，

試薬と反応させ，その発色状況から，数値を

換算し，打ち出す機械に過ぎない。その検体

のおかれた状況，たとえば，検体が乳糜を呈

しているか，否か，などについては，何も考

慮してくれない。そこで，私たちは，アナラ

イザーで測定した数値を報告する時には，い

つもその数値の信頼性について考えてきた。

たとえば検体が乳糜を呈している場合，報告

のなかに，必ずその程度を記載し，注意を促

している。また，検体が測定に至るまで保存

されてきた条件，たとえば，生血清か，凍結

血清か，また凍結されていたものならば，マ

イナス何度で，どのくらいの期間保存されて

いたのか等，および，サンプルトレイに置か

れてから測定のために吸引されるまでの時間

的影響などについて検討を加え，少しでも信

頼のおける数値を出そうと試みてきた。そこ

で，この小文では，カニクイザル血清のアナ

ライザーによる測定を通じて，私たちの経験

したことについて述べてみたい。 

 

1. 凍結および融解の影響 

当センターでは，毎週火曜日の午前中に，

定期健康検査を行なっている。採取した血液

を 4℃に 1 晩おいて，翌日午前中に，血清を

分離し，その日の午後に測定する。このよう

に，当センターでのアナライザーによる測定

は，週 1 回を原則としている。以下，この小

文では，各測定項目につき表 1 に示した略号

を用いる。 

何らかの病気を疑われた動物については，

アナライザー以外の方法でも測定するが，止

むをえない事情で直ぐに測定できない場合は，

凍結保存し次回の測定日にまわすようになる。

また，何ヵ月も何年も経ってから，保存血清

を用いて，見直したい場合もまれにある。そ

こで，まず，凍結・融解の影響や凍結期間の

影響について基礎的な検討を加えてみた。 

被検材料は，何頭分かの雄カニクイザルの

血清を集め，1ml ずつ小分けにした。一部は

生血清のまますみやかに測定し，他は凍結し

た。 



GPTの場合を，図 1に示す。縦軸欄外が生

血清の測定値で，線上は，凍結直後に融解し

て測定したもの。その他は，－20℃もしくは，

－80℃で保存し，適宜，冷凍庫から取り出し，

融解して測定した値である。保存期間は最長

およそ一年。－80℃の場合，測定値は徐々に

低下し，一年後には，最初の測定値の約 1/3

になる。－20℃で凍結した場合は，凍結直後

に融解し測定したものでさえ，すでに，顕著

に低下した。 

GOT に関しては，－80℃の凍結は，その活

性にはほとんど影響を与えなかった。－20℃

凍結では長期保存により活性が低下した。

ALP は凍結及び保存の温度に係わりなく同じ

ような傾向を示し 8 カ月以降，徐々に低下し

た。 

また，TP，ALBでは，－80℃，－20℃でと

もに，全保存期間中，ほとんど凍結・保存の

影響は認められなかった。BUN，GLUも同じ

であった。 

脂質関係では，T-CHO は，－20℃，－80℃

でともに変化はなく F-CHO，TG は，保存期

間が長くなると，測定値が高まる傾向を示し

た。 

要するに，GOTの場合は，－20℃保存より

もー80℃保存の方が好ましく，GPTの場合は，

一度凍結した血清での測定値には信頼性はな

いと言える。ALP の場合は，8 ヵ月以上の長

期保存は好ましくない。F-CHO，TGも長期保

存後の測定値には，信頼性がなくなる。 

一方，TP，ALB，BUN，GLU，T-CHOにつ

いては，－20℃であれー80℃であれ凍結保存

は，さほど測定値に影響を及ぼさないことが，

明らかになった。ともあれ，止むをえず，凍

結・保存された血清を測定した場合には，測

定項目によって数値の解釈を慎重にしなけれ

ばならない。 

 

2. 測定に至るまでの濃縮の影響 

私が，まだ，アナライザーの操作に慣れな

かった頃，測定がうまくいかず，結局，翌日

まで測定を持ち越してしまうことがあった。

改めてやり直しをしてみると，不思議なこと

に，いつもの通り測定ができた。しかし，測

定値が，どうもいつもより高いように思われ

た。アナライザーを，何回も何回も調整して

いるうちに，試料を長時間，サンプルトレイ

に放置しておいたのが原因で濃縮が起こった

のではないかと考えた。そこで，試料を室温

に長時間放置した場合，その影響がどのくら

い測定値を出るものか，検討を加えることに

した。 

10 頭の動物を用いて，前述と同様に採血，

血清分離をした。同一試料を 300μlずつ 3個

のサンプルカップに分注し，1 個は，通常の

ように当日測定をした。その間，残りの 2 個

は，室温に約 6時間放置した。その後，4℃で

保管し，翌日，2 個のうち 1 個を測定した。

他の 1 個は，また改めて室温に放置してから

もう一晩 4℃で保管後，翌々日に測定した。 

表 2に示すように，当日の測定値を 100%と

し，翌日および翌々日の測定値を，当日測定

値と比較した。大部分の項目で翌日の測定値

は，当日のそれに比べておよそ 5～17%高い値

であった。さらに翌々日は当日に比べて 9～

30%高い値になった。これは，室温に放置し



ている間に，サンプルカップ中の試料から水

分が蒸発し，濃縮が起こったためと考えられ

る。しかし，ALP だけは，翌日も当日測定と

ほぼ同じ値を示し，翌々日は，わずかに9%高

い値を示した。このことから，ALP に関して

は，試料の濃縮とともに，酵素活性の失活が

同時に起こったものと思われる。同じ血清中

の酵素とはいえ，ALP は GOT や GPTとは異

なる特性を示すようである。 

濃縮は，部屋の温度，湿度等によりかなり

左右されるはずである。したがって，このよ

うな変化の現れ方には，アナライザーの機種

や季節による違いがあると思われる。現在で

は，機械操作にも慣れ，測定を翌日もしくは，

翌々日にまで持ち越すことはなくなった。し

かし，当然のことだが，試料の数が多ければ

多いほど，測定終了までの時間が長くなり，

多かれ少なかれ試料が濃縮する可能性はある。

そこで，検体数が多い時は，一度に総ての検

体をトイレに並べるのではなく，半数もしく

は 1/3 ぐらいずつ，試料を冷蔵庫から出して

測定するよう心掛けている。 

 

3. 野生由来の動物人工的飼育環境への適応 

野生由来の動物でのひとつの問題は，野生

環境から当センターの人工的飼育環境に移さ

れたことによる生理状態の変化である。当セ

ンターでは，輸入後 3 ヵ月の検疫期間を設け

ている。その間，およびその後の 3 ヵ月間に

見られる動物の生理状態の変化について調べ

てみた。典型的な変化を呈した，二つの例を

示すことにする。図 2には BUNの変化を示し

た。入荷時点では，雌雄とも，測定値は低い

値を示す個体が大部分であるが，なかには極

端に高い値を示しているものも認められた。

しかし，3 ヵ月後には，高低両極端の値を示

すものは見られなくなった。さらに 6 ヵ月目

では，全体に少し高い方に移動し，入荷時に

見られたような極端な個体差は無くなり，全

体として均一な状態になったと判断される。

ALB の場合も，図 3 に示すように，入荷時，

低値を示す個体が大部分であり，しかも個体

差が大きく 2.5g/dlから 4g/dlまで 2 倍に近い

広がりがあった。しかし，3 ヵ月後には，大

部分の個体は，4g/dlに近い値を示すようにな

った。けれども依然低値を示す個体もかなり

多く見られた。ところが，6 ヵ月目には低値

を示す個体はいなくなり，全部が 4g/dl前後の

値を示すように収束した。他の測定項目の結

果も含めて総合的に判断して，入荷時，健康

状態の非常に悪い動物が含まれていたにもか

かわらず，3 ヵ月後には，その状態はかなり

の程度回復しており，6 ヵ月目には，一層回

復して安定した健康状態の集団になってきた

と言うことができる。 

最近，血清 Ca濃度について，おもしろい経

験をした(図 4)。図の入荷群は，前述の群とは

違う入荷群で，ほぼ同時期に入荷したものの，

10-3 群だけは原産国が異なっていた。そして

この群だけが他の群に比べて低い値を示した。

検疫時の記録を見てみると，全体的に歯式か

らの推定年齢が，他の群よりも若く，体重も

軽い群であった。そこで 10-3群の動物の年齢

が若いために，血清 Ca濃度が低い値だったの

ではないかと思い，当センターの育成ザルで

血清 Ca 濃度と年齢および体重との関係につ



いて検討をしてみた。しかし年齢との相関は

なく，体重との相関もみられなかった。結局，

なぜ 10-3群だけが低い値だったのか理由は不

明であった。ところが入荷後 12週を経た検疫

終了前検査では図 5に示すように，10-3群を

含む総ての群の大部分の個体が 9.8mg/dl前後

の値を示すようになった。このようなことが

起こった原因については現在のところ明らか

ではない。あるいは，原産地での生活状態，

輸出に至るまでの飼育状態が，血清 Caに反映

されていたのかも知れない。ともあれ，野生

輸入ザルの血清 Ca濃度も，当センターでの検

疫期間中に充分に改善されるものと考える。 

 

4. 育成動物－年齢と関係－  

育成動物で問題となることは，年齢と測定

値との関係である。そこで，育成ザル雌 555

頭，雄 531 頭を用いて，横断的に年齢との関

係について調査を行なった。 

成長にともない最も顕著に変動した測定の

項目は ALP である(図 6)。幼若期に 50units 前

後の高い活性を示し，かつ個体差も大きい。

しかし 4～5歳齢を境に減少する。雌雄とも 6

歳齢以降では，1，2 歳齢に比べて，約 1/6 に

低下しており，減少の時期は雌の方がやや早

く，雄は遅れて減少した。体重のグラフ(図 7)

と比べてわかるようにALPが低い値で安定す

る時期と，体重が plateau に達する時期とは，

ほとんど一致する。このことから，カニクイ

ザルの成長は，6 歳齢までに完了するのでは

ないかと考えられる。 

アナライザーでの測定とは離れるが，血中

の性ステロイドホルモンの測定から，カニク

イザルの性成熟は 4 歳齢頃にあると判断して

いる。この場合にも，雌の方が雄よりも少し

早い時期に性成熟を迎える。その時期は，ALP

の急激な減少時期と一致する。今後も，各種

の測定項目が，成長もしくは加齢にともなっ

て変化する様態について検討して行きたいと

思っている。 

おわりに 

今まで述べてきたことは，総てカニクイザ

ルで得られたものである。しかし，当センタ

ーには，カニクイザルの他にミドリザル，リ

スザルがいる。頭数は，まだまだカニクイザ

ルには及ばないが，年々増えている。数年後

には，カニクイザルと同様に繁殖・育成動物

での検討ができると思う。 

私たちは，動物の健康状態を把握するため

に，信頼性の高い測定値を得ようと，いくつ

かの基礎的な検討を行なった。しかし，ここ

に述べた検討だけでは，未だ不充分と思われ

る。今後も，さまざまな角度から，測定条件

の検討，測定項目の見直し等を行ない，動物

の健康状態を一層的確に把握できるよう，断

えず努力を続けたいと思っている。 

 

《特別寄稿》  

基底膜およびラミニンの研究と
サルの利用 
Studies on Basement Membranes and Laminin 

Components－ Usefulness of the nonhuman 

primates 

結合組織研究所 

(米国ペンシルバニア州フィラデルフィア市

ユニバーシティー サイエンスセンター) 



主任研究員  大野幹夫 

 

ここ数年来，アメリカの生化学界で急速に

関心が高まってきた課題として，生体組織の

基底膜を構成する重要成分であるラミニン

(Laminin)に関する研究があります。私もこの

分野の研究者の一人として，日夜研究に励ん

でおりますが，ラミニンをとり出すため生体

組織材料の適切な入手，確保が研究の成否に

かかわる重要な鍵のひとつであることを痛感

しています。 

ところで，私は従来，主に，ヒトの胎盤を

材料とし，それからラミニンを分離，抽出し

て研究を進めて参りましたが，ヒトの新鮮な

胎盤を入手することは決して容易ではありま

せん。また，ヒトにおけるラミニンの生理的

存在意義を解明するためには，動物モデルを

使った実験が是非とも必要です。それ故，な

るべくヒトに近縁な動物種であるサル類の胎

盤からラミニンをとり出し，ヒト由来のラミ

ニンとの生化学的乃至免疫学的異同を明確に

把握し，さらにはサル対ラミニンの実験系で

研究が進められたならば，非常に良い結果が

もたらされるのではないかと考えられます。 

そこでまず何とかサルの胎盤を手に入れる

ことはできないものかと私は考えました。そ

んなところに，幸い，少年時代の親しい友人，

長文昭君が勤めている筑波医学実験用霊長類

センターでは，カニクイザルの繁殖計画が成

功裡に進められており，その研究成果のなか

には，帝王切開をしてとり出した胎仔をもち

いた実験結果などもふくまれていることを知

るに及びました。もしかしたら，その帝王切

開手術のときに，新鮮なサルの胎盤組織を分

与してもらえるのではないかと思いついた次

第です。そして昨年 7 月末から 8 月中旬にか

けて日本に帰国した際，筑波霊長類センター

を訪れ，私の希望を率直に申し入れたところ，

幸いセンターの職員各位のご理解とご協力を

得ることができ，カニクイザルの新鮮な胎盤

からラミニンをとりだすことに成功しました。 

さて，前置きが長くなりましたが，この稿

では，TPC ニュース編集委員会のお求めに応

じ，基底膜(basement membrane)とラミニン

(laminin)についての一般的な解説及び研究現

況の概説を致しましょう。 

生体組織を構成する細胞の多くは，何らか

の結合媒体に付着して発達し，それぞれの組

織の構造と機能に大きく関与しています。も

ちろん，血球のように血中を流れている細胞

や，本来存在した場所を離れて他の組織内に

入りこむ細胞もあります。また，肝細胞のよ

うに細胞膜が直接付着しあっているようにみ

える場合もあります。この場合でも容易に明

瞭に区別し得るような細胞膜以外の厚い膜構

造物がみつからないというだけで，多分何ら

かの結合媒体は有り得るのです。ただ単に正

確な付着構造物が判っていないというだけで

す。生体内では同一種の細胞の集合だけで機

能を果たしているような組織はいろいろあり

ますけれども，それは決して普遍的ではあり

ません。むしろ逆に厚い膜の両側に 2 種類以

上の細胞が付着しており，その壁構造が 2 つ

の空間を仕切ることにより更に複雑な働きを

可能にしている，という例のほうがずっと一

般的です。そして，基底膜の説明をするとき



には，生体とは，いわば，沢山の壁構造で仕

切られた迷路のなかに，液体や細胞がつまっ

ているのだ，という表現をすることが，妥当

のように思われます。 

ところで，基底膜は生体内のそれぞれの場

所でそれぞれの組織が固有の機能を果して行

くうえで極めて必要な構造です。たとえば，

毛細血管を構成している基底膜は，糖尿病な

どの場合その末期にはふわふわに肥厚した状

態となり，内と外との区別ができないほど孔

だらけになってしまうことがあります。栄養

物質を組織に運び入れ，老廃物を運び去ると

いう血液の生理的働きは，この基底膜による

仕切りがあって始めて可能なのですが，糖尿

病などの場合には上述のような構造的変化が

起きる結果，それがうまくいかなくなるわけ

です。発生の初期に受精卵が分割して 16～32

個の細胞になった段階(morula)で，細胞は基底

膜を作り始めます。海綿のようなひどく原始

的な生物でも基底膜をもっていることを考え

るなら，この膜が如何に重要であるか想像で

きるでしょう。今日では，眼，腎臓，神経，

血管，皮膚，癌等々医学の多くの分野で基底

膜の研究がおこなわれています。研究者の数

も過去 10 年ほどの間に飛躍的に増しました。

日本国内でも 1984 年秋には基底膜会議が開

かれ，さらに’85年夏には，日本で初めての国

際基底膜会議が開かれました。 

基底膜そのものについてもう少し詳しくみ

てみましょう。それは，上皮細胞(epithelial cell)

または内皮細胞(endothelial cell)の細胞質膜

(plasma membrane)を接着させている細胞外基

質(extracellular matrix)のことです。この構成分

は，コラーゲン(collagen type Ⅳ)を骨格として

ラミニン(laminin)，多糖類(proteoglycan)等が外

側を蔽ったようになっています。中心部

(lamina densa)にあるコラーゲンは，基底膜の

強度を保つ働きをもち，外側(lamina rarae)にあ

るラミニンや多糖質は細胞がとりつくための

生物学的な”のり”(binding)の役目をしている

と思われます。この基底膜の機能低下または

損傷が原因で起る病気はいろいろあります。

また，ある病気がもとで，基底膜の機能低下

や損傷が起ってくることもあります。たとえ

ば，腎臓では血液成分の濾過をする糸球体や

再吸収をする細尿管は基底膜でできています

が，それらに炎症が起きて蛋白質のように分

子量の大きな物質が漏れ出てしまう病気(腎

炎)があります。 

さて，今日，基底膜の研究者は，蛋白質学

者や細胞学者の他に臨床医学者や獣医学者達

が多数を占めています。基底膜の研究分野で

最近注目を浴びている研究の一例は，癌の転

移との関わりです。周知のように体内では，

さまざまな原因で癌細胞が発生していますが，

前癌状態の細胞の多くはほとんど生存できず

大きな癌にはなりません。仮に大きく育って

癌になってしまっても，体の他の部分に転移

することがなければ，その癌を的確な手術で

取り去ることができる限り，それほど恐ろし

い病気ではないでしょう。しかし，他のどこ

か判らぬ部位や，全身の至ところに癌細胞が

移り拡がって成長したときには重大です。こ

の癌細胞の転移の機序としては，癌細胞の近

くの血管の基底膜が破られて，血中またはリ

ンパ腺に癌細胞が入りこむことがまず考えら



れます(この機序については，今日コラーゲン

分解酵素と関係づけて研究されています)。し

かし，血中で癌細胞が生きて行くためには厳

しい条件に打ち勝たねばならないでしょう。

逆に言えば，血液には癌細胞に対するさまざ

まな防衛要素があるわけです。ともあれ，血

中に流れ出た癌細胞は，次々に，どこか別の

場所で血管の基底膜に取り付き，それを食い

破り，血管外に出て，そこで再び増殖を開始

することになります。しかし，この血管基底

膜の突破口をみつけるメカニズムも未だ判っ

ていません。最近，米国のNIHで，癌細胞の

表面にあるラミニン受容体(リセプター)が分

離され，この受容体の性質が色々な条件で調

べられつつあります。他方では，ラミニンや

ファイブロネクチン(fibronectin)側の癌細胞認

識部分の研究も行なわれています。いずれも

複雑な 3 次構造が関与しており， ”付

着”(attachment and spread)という細胞の基本

的な性質は未だよく判っていません。そして

in vitroの系で細胞観察から基底膜のことを考

えたとしても，それは in vivoでの条件と違う

ために，必ずしも当たっていないかも知れま

せん。とにかく，基底膜が細胞の発育や分化

(development and differentiation)に重要な影響

を与えることは間違いなく確認されています

が，基底膜自体の構造や機能は未だ詳しくは

判っていないのです。 

細胞自体や癌遺伝子(oncogene)の研究はも

ちろん重要ですが，細胞の直ぐ外側の問題に

取り組むことも同じように重要だと多くの研

究者が気づいたのは極く最近のことです。私

自身は，既に述べたように，今まで主として

ヒト胎盤の基底膜およびラミニンについて研

究してきました。胎盤はいわば基底膜ばかり

で成り立っているといえるような都合のよい

実験材料であり，私は幸い大量のラミニンを

分離することができました。しかし大部分の

ラミニン研究者は癌組織を使っています。何

故なら，癌は通常組織より何千倍も多くラミ

ニンを生産するからです。このことは，正常

細胞でみられる接触阻止(contact inhibition)が

癌細胞でみられないことと関係があるかも知

れません。あるいはまた，癌細胞は正常なラ

ミニンを作れず，不完全なものを大量に作る

ということなのかもしれません。いずれにせ

よ未だ推測の域を出ません。ところで，癌組

織由来のラミニンは 2つの構成単位(sub-unit)，

A(分子量 40 万)と B(分子量，20 万)とで成っ

ています。胎盤由来のラミニンは，Aと Bの

他にM(分子量 30万)があります。このMは私

がみつけたものですので，娘の名前Mikaの頭

文字をとってMと呼ぶことにしました。もし，

この M 分子の存否が組織特異性 (tissue 

specificity)によるのではなく，非ガン組織とガ

ン組織の違いによるとしたら，この発見はガ

ン研究者が今日懸命にさがしている癌と通常

細胞とを区別する標識(marker)の発見という

重大事になります。しかし，残念なことに，

現在までのところ，M は胎盤(ヒト，ウシ，ラ

ット，マウスおよびサル)からしか分離できて

いません。他方，癌にしても未だ 4 種類の癌

でしか調べていません。したがって，一般的

な結論は今のところ出せないわけです。細胞

分化のいろいろな段階での癌化 (neoplastic 

transformation)とラミニンの関係とかラミニ



ンMに対する単一抗体の作製とそれをもちい

ての調査など，今後やるべき仕事は未だ沢山

残っており，結論は当分先のことになるでし

ょう。また，丸ごとの生体においてラミニン

や抗ラミニン抗体の演じている役割，たとえ

ば，抗ラミニン血清による胎盤形成阻害作用，

を検討するような場合には，実験動物として

サル類が是非必要になると予想されます。 

以上，TPC News編集委員会のお求めに応じ，

基底膜やラミニンについて簡単に解説し，そ

の研究でのサル胎盤およびサル個体の有用性

に触れました。TPC の職員各位の御協力で，

今まで近づき難かったサルが何となく身近に

感じられるようになり，今後のこの分野の研

究でも筑波のサルに大層貢献してもらえるも

のと期待しております。TPC の専門家の皆様

の御指導，御協力に改めてお礼申します。 

 

《海外トピックス》  

アメリカにおける動物愛護運
動のある一面 

A Side of the Animal Protection Movements in 

the U.S.A. 

 

Laboratory Primate Newsletter 23(3)’84に”過

激な動物愛護主義者がいかにまちがった方向

へ人々を導こうとしているか”(How Radical 

Animal Activists Try to Mislead Humane People)

と題する小論文が載っている。筆者，フロリ

ダ州立大学の D.C. Coile とロックフェラー大

学の N.E. Millerが，動物愛護運動グループの

発行しているMobilization For Animals ‘84に

述べられている声明，告発文について，その

内容が事実かどうか調べた結果をまとめたも

のである。 

調査は過去 5 年間に，米国心理学会から発

行された論文のうち実験動物を扱ったもの

(計 608編)について行なわれたが，告発されて

いるような事実に該当すると思われる論文の

出現割合は次のようであった。 

1. 動物は逃げられない状態で，声も上げられ

なくなるまで強い電気ショックをくり返し受

けている。(0%) 

2. 動物は食べ物も水も奪われて，徐々に死ん

でいく。(0%) 

3. 動物はまったくの隔離状態で，絶望と恐怖

から狂死していく。(0%) 

4. 動物は骨や内臓を破壊させる実験を受けて

いる。(0%) 

5. 動物の手足は行動変動を作り出す為に切断

されている。(0%) 

6. 動物は無益な好奇心から生じた悪夢のよう

な実験上の犠牲者である。(0%) 

以上のように，告発されているような内容

は全く見出せなかったのである。ひどい例は

報告されなかったのではないかという反論が

出るかもしれないが，もしそうであったとし

ても，それらはごく稀なものであり，実験心

理学の典型的な方法であるかのごとくほのめ

かすのは，人々をまちがった方向へ導くもの

である，と筆者は述べている。 

生物医学の研究に於て，実験動物は病気の

解明，治療法の開発に役立っている。行動研

究に於ても同様で，決して告発文にあたるよ

うに無益な好奇心から実験が行われるのでは

ない事を，筆者は多くのデータによって証明



し，最後に次のように結んでいる。 

誰も不要に動物を苦しめたくはないし，人

類の病気がなくならない方が良いとも思わな

い。それ故，研究に用いられる動物に関する

事がらを，正直に，正確に示すという事が必

要条件となってくる。”事実をかくし，ウソを

ほのめかす”方法で，急進的な動物愛護主義

者は，人道的な人々のエネルギーと資金を，

一般に行われている虐待 (年間 4 万ものペッ

ト類が捨てられ，飢えや交通事故で死んでい

る)。から，ごく稀れにしかない部分へそらそ

うとしているのである。 

アメリカの動物愛護運動と実験動物による

行動研究の関係の一面がのぞけるのではなか

ろうか。(M.S.)  

 

《症例報告》  

サル肺ダニ症 
Lung Mite Infection 

榊原一兵 

 

サル肺ダニ症は，最近著しく減少している。

1982年から 3年間，インドネシア，フィリッ

ピン，そしてマレーシアより当センターへ輸

入され，その後死亡した野生由来カニクイザ

ル 159 頭について調査したところ肺ダニ症は

1例も見出されなかった。予研における Honjo

らの 1963年の調査では約 22%の陽性率(1,108

頭中 241頭)であった。 

原因となるダニ Pneumonyssus simicolaは分

類学上，中気門類に属している。ダニ類は通

常，皮膚や被毛に寄生しているのに対し，こ

のダニは体内(肺臓)に寄生している。肺にみら

れる肉眼的病巣は，淡黄色，わずかに光沢を

有し，周囲組織と限界明瞭で，少し隆起する。

その大きさは，0.1から 1.1cmまで様々である

が 0.3cm 程度が最も多い(Fig 1)。病巣を切開

すると淡黄色の膿様物に混じて，微細なダニ

を見出すことができる。肺病巣を組織学的に

観察するほど，ダニの断面の周囲に円形細胞

が集簇し，球形に層を成している。また褐色

色素も多く見られる。そして，これら病巣に

は平滑筋組織がしばしば認められる(Fig 2)。

病巣内には雌雄の成虫および幼若ダニが生息

していることから，この種のダニはその全生

活史を肺臓内ですごしているものと推察でき

る。またサル肺ダニと他種のダニとを分類す

るための大きな形態学的特徴は，背部に短い

周気管(Peritrema)を持つ気門(Stigma)および盾

形の背板(Dorsal plate)等がみられる点である

(Fig 3)。いっぽうこのダニの肺臓内での新病

巣の形成は主としてダニが肺臓内を移行する

ことによると思われる(Fig 4)。またサルから

サルへの感染は経鼻，経口的にダニが侵入す

ることによると推察される。その後多くの場

合，ダニは組織学的観察により，末梢気管支

に病巣を形成するものと，判断できる。 

サル肺ダニがヒトへ感染した症例はまだ無

く，またその感染経路から判断して人畜共通

感染症としての重要性は低いと思われる。ま

た当センターのカニクイザルの肺ダニ症が少

なくなったひとつの原因としては，かつてそ

の寄生率が著しく高率(40%以上)であったカ

ンボジア産のサルの輸入ができないためと思

われるが，その他の原因は不明である。 

 



《臨床メモ》  

臨床獣医師の診療メモ 

悪戯ザルの創傷 
Wounds Found in a Mischievous Monkey 

田中吉春 

 

朝の観察もほぼ終り，無線器からは各棟の

状況が刻々と報告されてくる。第 2 棟で予定

した診療が早く終ったので，ひさびさに全飼

育室を見廻るひとにした。第 2棟には 9 つの

飼育室があるが，今日は，第 5 室からみるこ

とにする。 

ドアを開け中に入った途端，生臭い様な血

液特有の臭いがプーンと鼻を突いた。おそら

く指先でも切ったサルがいるのだろうとケー

ジを順に点検していったところ，雌雄各 3頭，

計 6 頭で群飼育されているケージの下におび

ただしい量の血液が落ちており，まだ出血し

ている模様である。ケージの扉を注意深く開

き，どのサルかを確認したところ 4 歳半の雄

ザルの下腿部が血に染まっていた。おそらく，

担当者の朝の観察が終った後に負傷したもの

と思われる。 

直ちに第 2棟担当の H君，O君を呼び検診

を開始する。まず動物を挟体装置付きのケー

ジに移し麻酔をかける。その間にも出血は続

いており，飼育室の床には血溜りが出来て来

る。 

麻酔したサルを処置室に運び，負傷箇所を

精査する。受傷部位は左下腿部，すなわちフ

クラハギの部分で真横に約 5cm，深さは 2cm

にも達し筋肉および伏在静脈が鋭利な刃物で

でも切られたかの様に切断されており，静脈

の断端からは血が吹き出していた。 

まず，血管を挫滅しないように鉗子にビニ

ールチューブを被せ，静脈の断端に装着する。

次に切断された筋肉の深部を数糸縫合して，

切断された血管の断端を近接させる。それか

ら，血管の縫合にとりかかる。しかし，血管

の径は 1～2mm と細く，血管縫合用の特殊な

器具もないため，かなり難しい作業であった。

とりあえず縫合が終り，まず末梢側の鉗子，

次に中枢側の鉗子をはずしてみる。出血は見

られない。しかし，管腔が完全に形成されて

いるか否か自信はない。ともあれ，血栓の形

成がなければよいが。また，もし血管が閉塞

したとしても側枝が代償性に肥厚して血行は

回復するものと信じて縫合を続けた。次に，

筋肉および肋膜を結節縫合し，最後に表皮を

縫合して処置は終了した。治療の終ったサル

を群から分離し個別ケージに移した。その後，

傷の治りは順調で約 1 週間で治癒した。我々

は，このサルが 2 度とケガをすることの無い

よう願っていた。 

しかし，それから約 1 ヵ月後，このサルは

再び処置室に運びこまれた。今回も左足のフ

クラハギの部分で，前回の部位より約 3cm上

部をまたも 5cm程裂傷していた。傷口は通常

の縫合で特別な処置の必要もなかったものの，

この原因は果して何であろうか。個別飼育で

あるから，他個体から咬傷を受けたのではな

い。また，自分で咬んだものと思えない。さ

らに，ケージの中を調べてみても裂傷に結び

つく様な鋭利な構造部分は見つからなかった。 

傷が治って数日後，このサルの行動を注意

して観察していたところ，突然ステンレス製



餌箱の穴から彼の足がニューと現われた。当

センターの餌箱は，ケージの外側に受け皿が

有り，その奥にサルが餌を取れるよう 3×5cm

程の楕円形の穴が開いている。このサルはケ

ージの中での退屈な日々を，このような遊び

で紛らわしていたのかも知れない。 

しかし，この様な悪戯によって負傷するサ

ルは，このサルに限らずしばしば認められる。

例えば，先にこの項で紹介した骨折の例も悪

戯によるものである(TPC News Vol.3, No.2)。

その他にも，ケージの扉，仕切板，給水ノズ

ル，鍵等はしばしば彼らの遊び道具となって

しまう。彼らの考案した遊びを数え挙げたら

キリがない程である。 

さて，先のサルに話しを戻すが，その日以

来，彼のケージからは餌箱が取り除かれ，そ

のかわりにステンレス製の板がはめ込まれた。

餌はケージの床に直接まかれることになり，

それ以後，彼は処置室に来なくなった。 

 

飼育室から 

Sketching from a Spot of Animal Room 

 

サル社会のいじめられっ子 

“The Bullied” in the Monkey Colony of TPC 

羽成光二 

 

ヒト社会の「いじめ」は，今では重大な社

会問題となっているが，それはヒト社会に限

らずサルの社会でも重大な問題となっている。 

ここ筑波霊長類センターも例外ではない。 

「いじめ」の対象になるのは離乳(出生後 13

～18 週齢)後，群飼育セット 1 ヶ月齢から 3

歳前後の，ヒトで言えば小学生から高校生ぐ

らいであろうか。 

いじめっ子は当然群の中でもひとまわりも

ふたまわりも大きなサルで，その行為はかな

り陰湿なものだ。 

「いじめ」は飼育技術員がちょっとその場

を離れた時や，餌の時間それに夕方飼育室の

電気が消えた直後などによく起こる。特に餌

の時などはいじめられっ子は，なかなか餌を

食べさせてもらえないようだ。それではここ

で先日起こった 2つの事件を紹介しよう。 

まず最初の事件は 5月 26日，日曜日のこと

であった。朝の観察で飼育技術員が飼育室に

入った時だった。飼育室は異様な空気に包ま

れ，かすかに助けを求める声がした。技術員

がその声のする方へ駆け寄るとそこには全身

脱毛したチビザルが倒れていた。体は冷えき

り，すでに虫の息であった。ただちにケージ

から取り出して手厚い処置を行ったが，その

効なくこのサルは死亡した。2 歳 2 ヶ月の若

さであった。 

次の事件は 6月 3 日，前回の事件と同様朝

の観察時に発見された。この被害者もやはり

その群の中では最も小さく，年齢は 1 歳 8 ヶ

月のサルであった。全身には咬傷が無数にあ

り，体温の低下も認められたので，ただちに

保温，輸液等の処置がなされた。幸いにもこ

のサルは一命を取りとめた。今後このような

「いじめ」が再びくり返されることのない様

に，ヒト社会の「いじめ」同様サル社会の「い

じめ」についても早急の検討が必要であろう。 

 

 


